
 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の学校運営協議会がスタート！！ 
 

令和８年７月22日（水）1０時００分から、令和８年度第１回学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を開催しました。当日

は、分校部会委員３名の出席をいただき、第1回協議会を行いました。当日は、校長の学校経営方針説明、またテーマに基づ

いた協議を行いました。委員の皆様からは、今年度の分校の活動方針について御理解をいただくとともに、分校の将来を見

据えた貴重な御意見をいただきました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＳ通信
北海道余市養護学校しりべし学園分校 
学校運営協議会 

令和８年度第1号（通巻1３号） 

発行：令和８年８月２４日 

Ｒ８年度学校経営方針・グランドデザインについて 

 

金石委員からのご意見 

  

学校経営方針・グランドデザインについては、

特に意見や変えた方が良いという様なことはな

く、そうだなぁと思いながら聞かせてもらいまし

た。 

第1回目の学校運営協議会について 

 

今年度第 1回目の学校運営協議会は、まず始めに、吉野校長から、令和８年度の今年度の学校経営方針及びグランド

デザインを委員の方々に説明し、意見をいただきました。 

  その後、協議・意見交換として、「地域との交流活動」というテーマの基。昨年度の分校での実績等地域資源の活用状

況、継続に向けての課題等について意見をいただく協議の場を設定し、各委員よりご意見をいただきました。 

江戸委員からのご意見 

 

教育理念を聞いて、生きる力、生きる喜び、時

代の変化に対応したということはその通りだと

感じた。 

教育方針の中にあるＩＣＴを活用した教育の

推進と発達段階を考慮した情報活用能力の育

成というところ、その通りだと思うがなかなか難

しいのではないかとも思って聞いていた。これを

現実的にどう進めていくのかお聞きしたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長より 
 
本日はありがとうございました。 
先々週のニュースで羊のこと循環型農業
のことが出ていたが、今、人口減で新しい
産業、新しいものを見つけていけたらいい
と思うし、作った製品を道の駅に置かして
もらったり、公共の施設に置かしてもらっ

たりなどもしたりするのはとともありがた
い。昔分校にまだ体育館がない時代には、
バスなど貸してもらいながら活動できてい
たこともあるので、そういうこともできな
いのかなぁという意見が出ているのではな
いかとも思うけれど、町のバスは、やはり
町の予算を使って運用されているものなの
でその点は整理する必要があると考える。 
もう一つは、社会事業としての一つの事
業としてということも考えていかないとな
らないとも思います。こんなに町の人たち

とこれだけ交流をもてている学校も少ない
中で、これだけ交流をもてているのは大変
ありがたい。 
今後ともご協力お願いいたします。 
昨年度始めから、やっと新型コロナ感染症に

江戸委員からのご意見 

 

町のＡＬＴのマッドや三坂栄養士なども来ていること

も今回初めて分かった。小中生も含め町のＡＬＴマッド

は熱心にやってくれているので今後も協力してくれる

だろうし、逆にこちらからもお願いしたい。 

ネーチャーガイド、２年目のガイドもいるので逆に育

てる意味でも活用していただけたらありがたいと思っ

て聞かせていただきました。 

協議を終えて 

 各委員からは、記載以外にもたくさんのご意見をいただき

ました。今回各委員からは、昨年度からの実績等から各部、

地域とのつながりという点で多くの取組がされていること、

また今後の地域資源の活用と継続という視点で多くのご意

見をいただけました。 

 分校の取組として、今後も、地域とのつながりの中で、活

動を継続していくという視点も十分に考えながら、地域活動

の目的を明確にしながら、地域交流を継続していきたいと思

います。率直なご意見等ありがとうございました。 

yoichiyougoshiribeshi-z0@hokkaido-c.ed.jp 

 

金石委員からのご意見 

 

専門的な知識をもった外部講師なども良い

が、ディサービスの訪問などで一般的なおじい

ちゃん、おばあちゃんなどとの関わりは、また専

門的な人たちとの交流とはまた違った意味で、

訪問される側にとっても良いのではないか。昨

年度のおみがきの時も、当日来てくれていたお

ばあちゃん方はとてもウエルカムな状況だった

し、すごく楽しく、表情とかも子どもたちが来てく

れたことで、とても楽しそうだった。逆に言うと、ウ

ィンウィンな状況が作れていたんだなと感じる

し、専門的な外部講師だけでな、本当に地域の

人たちとの触れ合う状況を作る中で、お互いに

とってのウィンウィンな関係が作れるのではない

かと感じた。 

またこの地域の状況を考えると、公共の交通

機関が限られる状況で、例えば羊を見に行きま

しょう、牛を見に行きましょうと言っても足がない

と難しい。そのような状況の中で、今年度、福祉

バスを使うということもやられてそれも良いとは

思うけれども、町のマイクロバスなどを使えるこ

とでまた地域資源の活用という面で良いのでは

ないかと思うので、町でも検討していただけれ

ばと思います。 

 成人に向けての講座というのはとても良いと

思うので、やりたいことがあれば探してみるなど

協力できればと思うので、何をやりたいのか教

えてほしい、協力できることはしていきたい。 

 

【編集後記】 
御意見や御感想等がありましたら、下記アド
レスよりメールにてお知らせください。お待ちし
ております。 
今後も、地域と繋がり、学び合う学校をめざし
ていきますので、どうぞよろしくお願いします。 

【E-mail】 
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